
2017年5月16日（日） 9時30分～12時30分

＠公益研修センター 中研修室

平成29年度 第１回
酒田市総合計画未来会議
（市民ワークショップ）



開 会

○１０代から７０代まで約９０人が参加
・中学生、高校生、大学生、会社員、公務員、まちづくり団体、
退職された方等、さまざまな背景をお持ちの方々が参加しました。

・昨年度からのメンバーに加え、今回から新たに参加した方も多数。



酒田市長あいさつ

○これからのまちづくりの設計図を皆さん
と一緒に作っていきたい。



これまでの経緯説明

○①未来会議の役割、②これまでの振り返り、
③都市の将来像（めざすまちの姿）（案）
について事務局より説明
※詳細については、別資料「未来会議の経過と概要報告」参照のこと



テーブル毎に自己紹介

○自己紹介を兼ねて、都市の将来像（目指す
まちの姿）についての感想を出し合いました。



講 話 いっしょにやる、ということ

○「対話」＝「聴く」×「話す」

～今、なぜ「対話」を活かした市民参画が求められているのか～

・各地で「対話」の場づくりが広がっている。話をしていそうで、話をしていない
人同士で、話をする。
そこから「共有」と「共感」が生まれ、初めて「共働」することができる！

どちらか一方だけでは
「対話」とは言えません。

酒田市総合計画
市民参画アドバイザー
加留部 貴行 氏



２９年度未来会議の役割の確認
（事務局から説明）
⇒基本計画をチェックし、より良い
ものに！



あなたが考える
「酒田市が力を入れていくべき政策」の
トップ３は何でしょうか？

ワークショップのお題は・・・

○テーマを模造紙の真ん中に書いてスタート！



ワークショップの様子

○対話を通じて、楽しみながら酒田の未来を
考えました。



あなたにとっての
「酒田市イチオシ政策」
はなんでしょうか？

ワークショップのまとめ

○一人一人、Ａ4用紙に書き出してグループ内
で共有します。



対話の感想を漢字一文字で…

○今日の対話の感想を「漢字一文字」で
ふせんに書いてテーブルで発表します。



最後に事務局から…

○本日は本当におつかれさまでした。

○「思い」を市の施策へ反映するための
事業「元気みらいワークショップ」
への参加もぜひご検討ください。

○次回の未来会議は
７月8日（土）午後1時30分～4時30分
今回と同じく、公益研修センター
での開催となります。


